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論 文 内 容 の 要 旨 
 西南日本の地質は中央構造線を境にして内帯と外帯に区分され、外帯には三波川帯・秩父帯・四万十帯がほ
ぼ帯状に分布する。この秩父帯の南部に三宝山帯（小林、1941）が分布する。高知県の斗賀野地域を研究した
松岡（1992）は三宝山帯を斗賀野亜層群と三宝山亜層群に区分した。ここで使用する三宝山亜帯は三宝山亜層
群に相当する。 
 三宝山亜帯には、岩体をなす玄武岩質岩と石灰岩が顕著に含まれ、九州から関東山地へと帯状に断続して分
布する。石灰岩からトリアス紀新世の六射サンゴ化石を産出する九州の神瀬地域、高知県の三宝山地域、紀伊
山地中央部の山葵谷・大迫地域を選び、地質体の形成過程について探究した。これら３地域は玄武岩質岩と石
灰石の岩体が顕著に含まれる構造的に上位の地質体と、砂岩と泥岩を主とし鳥巣式石灰岩が含まれる下位の地
質体に区分される。前者の基質をなす泥質岩からジュラ紀新世、後者からジュラ紀末から白亜紀古世中期にか
けての放散虫化石を産出する。また前者の構造的に上位の地質体にはチャート砕屑岩シーケンスが復元される
岩体が含まれるが、後者にはこのような岩体が認められない。玄武岩質岩は当時の大洋であるパンサラッサ海
にできた海山起源のものである。前者から産出するトリアス紀新世の六射サンゴ化石は、属の類似性からみれ
ばアメリカ大陸西海岸から産出する属よりも古地理的にテチス海域から産出する属に似ている。 
 以上のことから、トリアス紀新世前期にテチス海に近いパンサラッサ海にできていた海山に六射サンゴが棲
息し、石灰岩が形成され、トリアス紀新世後期には環礁となった。海洋プレートの移動にともなって大陸近く
に移動し、ジュラ紀新世後期に沈み込んで上位の地質体が形成された。引き続き、下位の地質体がジュラ紀末
から白亜紀古世中期にかけてジュラ紀末にできた海洋プレートの沈み込みにともなって形成されたと考えられ
る。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 西南日本の中生代テクトニクスは、アジア大陸プレート下への太平洋海洋プレートの沈み込みに規制される
という大綱的なとらえかたが定着している。しかし、石炭紀－ジュラ紀の太平洋海洋プレート上の堆積物が、
いつ、どこで、どのように形成され、どのように付加体を形成したか、さらに白亜紀の太平洋海洋プレートに
どのように入れ替わったかについては、不明な点が多い。これらは西南日本外帯の中生代テクトニクスの解明
にとって重要な検討課題である。 
 本論文の著者は、西南日本外帯のジュラ紀新世後期－白亜紀古世付加体からなる三宝山亜帯を九州・四国・
紀伊半島を中心にして、付加体地質学的研究、及びサンゴ化石による生層序学的・古生物地理学的研究を実施
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した。その主要な結果は、次の通りである。 
 1.三宝山亜帯は、構造的上位の緑色岩・石灰岩岩体で特徴付けられるジュラ紀新世後期－白亜紀古世前期コ
ンプレックスと、構造的下位の砕屑岩類を主とした白亜紀古世中期コンプレックスに２分される。両コンプレ
ックスは共にメランジュ相を示すが、含有異質岩塊の特性は大きく異なる。このことは、沈み込んだ海洋プレ
ートの相違を示唆する。 
 2.三宝山亜帯の石灰岩は、緑色岩中に含まれる暗灰色礫状石灰岩（三畳紀新世Carnian）と、灰白色大規模石
灰岩（三畳紀新世Norian-Rhaetian）に区分され、両者の形成年代が異なる。 
 3.石灰岩から産出する三畳紀新世サンゴ化石は、ヨーロッパ・アジア地域から報告された種類に類似する。 
 これらの結果をもとに、三宝山亜帯の形成過程を次のように考察した。三畳紀新世Carnianにテチス海に近い
パンサラッサ海域において、海山上に暗灰色石灰岩が形成され、次いで礫化した。三畳紀新世Norian-Rhaetian
には灰白色石灰岩が形成された。これらの緑色岩－石灰岩はジュラ紀新世後期－白亜紀古世前期に付加体の一
部に取り込まれた。ジュラ紀新世後期に新しく海洋プレートが形成され、このプレートの沈み込みによって、
構造的下位の白亜紀古世中期コンプレックスが形成された。 
 本論文で明らかにされた上記の検討結果と考察内容は、西南日本の中生代テクトニクスに新しい解釈を与え
るものである。また、これらの成果は地球史学・古生物学分野に大きく貢献するものである。よって、本論文
は博士（理学）の学位授与に値すると審査した。 
